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Ⅳ-9.個人スケジュールの修正（職場） 

画面説明 

職場別に個人毎のスケジュールの修正・登録を行います。概 要 

《個人スケジュールの修正（職場別）－ 画面イメージ》 

(1) 時刻修正 「時刻修正」を選択すると、「勤務就時明細表示」の表示時刻を修正 
することができます。 

(2) 貼付  「貼付」を選択すると、画面上で選択している勤務種類と就業時間帯 
をクリックしたセルに貼り付けします。 

《個人スケジュールの修正（職場別）－ 項目説明》

マウスクリックにて、選択して
いる内容を貼り付けます。
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①抽出期間モード 

『各種機能の設定』-「休日ﾁｪｯｸ」 
で公休日数を設定します。 

 (3) 抽出期間     現在選択されているスケジュールの期間が表示されます。 
            ｢<<」｢>>」ボタンで過去や未来の期間に切り替えます。 
 
 (4) 表示期間     抽出期間、28日、末日で表示期間を切り替えます。 

『各種機能の設定』－「勤務ｽｹｼﾞｭｰﾙ」にて、利用する表示期間を設定をします。 
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②２８日モード 

起算日から28日間を1週期として表示します。 
(例) 起算日：2010/01/01  

2014 
1/1～ 

28日間 28日間 

2015 
1/1～ 

28日間 28日間 28日間 
+1日 

１周期 12周期 ２周期 13周期 

※うるう年の 
 場合は+2日 

●表示期間 
抽出期間の終了日が含まれる
期間で表示されます。 

③末日モード 

●表示期間 
抽出期間の終了日が含まれる月
の１日～末日で表示されます。 

行事欄クリック 
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 (5) 個人計項目選択    次の選択肢があります。表示の設定は次のPOINT2をご確認ください。 
            ・「出勤/公休」 
            ・「月間」 
            ・「月間過不足時間」 
            ・「回数集計1」 
            ・「回数集計2」 
            ・「夜勤時間」 
            ・「公休(週毎)」 

次のいずれかを表示すると設定した
場合、個人計欄に「月間」が表示さ
れます。 
・個人計 月間勤務時間の表示 
・個人計 月間勤務日数の表示 
・個人計 月間支給額の表示 

次の項目を表示すると設定した場
合、個人計欄に「月間過不足時
間」が表示されます。 
・個人計 月間過不足時間の表示 

『各種機能の設定』－「勤務ｽｹｼﾞｭｰﾙ」よりパスワードレベル毎に表示/非表示の設定をします。 
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次のいずれかを表示すると設定した場
合、個人計欄に「年間」が表示されま
す。 
・個人計 年間勤務時間の表示 
・個人計 年間勤務日数の表示 
・個人計 年間支給額の表示 

次の項目を表示すると設定した場
合、個人計欄に「回数集計1」が表 
示されます。 
・回数集計1の設定 

『勤次郎CS版－会社情報の登
録』の「時間・回数集計1・
2」で設定した内容がリスト
に表示されます。 

『各種機能の設定』－「勤務ｽｹｼﾞｭｰﾙ」の回数集計1/2の設定をします。 
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 (6) 氏名欄            抽出した個人の個人コード、氏名を表示します。  
             また、『各種機能の設定』より該当個人の雇用、分類、職位を表示 
             することもできます。 
             ※表示の設定は次のPOINT3をご確認ください。

    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

次の項目を表示すると設定した場
合、個人計欄に「公休(週毎)」が 
表示されます。 
・個人計 公休使用数（週毎） 『各種機能の設定』-「休日ﾁｪｯｸ」 

で公休日数を設定します。 

次の項目を表示すると設定した場合、 
個人計欄に「夜勤時間」が表示されます。 
・個人計 夜勤時間の表示 
 ※医療オプション購入時に表示されます。 

【目安夜勤時間】 
 夜勤専従者  ：144時間 
 夜勤専従者以外：  72時間 



Ⅳ-9-7

 (7) 個人計欄          「個人計項目選択」で選択した項目を集計して表示します。           
 
 (8) 行事欄            『基本スケジュールの登録』より登録した会社及び各職場の「行事/ 
                         備考」を表示します。 
             また、行事欄をクリックすることで行事入力画面が表示されます。 
             行事入力画面から「行事」を登録・修正することもできます。 
             ※詳細はPOINT4をご確認ください。 

各日付の行事欄をクリックすると、行事入力画面が表示されます。 
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
 
 
 
 
 
 
 

行事欄クリック 

「会社の行事」及び「職場の行事」
を入力し、「決定」ボタンをクリッ
クします。 

   

   

登録した内容が行事欄に
表示されます。 

『各種機能の設定』－「勤務ｽｹｼﾞｭｰﾙ」より氏名の下に表示する項目の設定をします。    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    

表示したい項目を雇用、職場、
分類、職位から選択してくださ
い。 
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 (9) 日付欄             日付欄で右クリックをすると、該当日だけのスケジュール画面を表 
                         示します。 
                         ※『各種機能の設定』の「勤務ｽｹｼﾞｭｰﾙ」にて"日付別表示"を利用 
                          するに設定する必要があります。 
 
 (10)合計欄             各項目の合計を表示します。 
                         ※詳細はPOINT5をご確認ください。 

個人スケジュールの修正（職場別）画面で「設定」ボタンをクリックして、 「任意設定」
「回数集計」「時間帯人数」の表示/非表示の設定をします。    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①時間帯人数：指定した時間帯の勤務予定人数を表示します。 

②任意集計：選択した「表示タイトル」に紐付けされた項目を集計し表示します。 
      『運用管理者』－「マスタ」－「汎用資料フォーム指定」にて集計したい項目を 
      選択します。 

2 3 

1 

「合計」欄は各項目の行ごとの合計を
表示しています。 
※項目の属性が%（比率）の場合は、 
 平均を表示します。 

「合計」欄は各項目の行
ごとの合計を表示してい
ます。 
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③回数集計：日別に集計された回数集計枠の各回数を表示します。 
      『会社情報の登録』の時間・回数集計1にて集計したい勤務種類か就業時間帯 
      を選択します。 

スケジュールの確定方法について 
 
 Ctrlキー + マウスクリック操作にてスケジュールを確定する事ができます。 
 次の３つの方法があります。 
 ・Ctrlキー + 氏名をクリック  ……  該当者の表示期間が全て確定されます。 
                      (1行の確定操作となります。) 
 ・Ctrlキー + 日付をクリック  ……  該当日の表示している全社員が確定されます。 
                      (1列の確定操作となります。) 
 ・Ctrlキー + セルをクリック  ……  該当日の該当者のみ確定されます。 
                      (1セルの確定操作となります。)    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    

Ctrl+日付クリック 
Ctrl+氏名クリック 

Ctrl+セルクリック 

「合計」欄は各項目の行
ごとの合計を表示してい
ます。 



Ⅳ-9-10

スケジュールを修正する際、前年/前月のスケジュールと比較しながら修正することが 
できます。    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
 

 (11) 前年/前月比較       前年/前月のスケジュールを表示し、差異を自動計算します。 
                ※詳細はPOINT7をご確認ください。 
            

 

『各種機能の設定』の勤務スケジュールのページで、前年度対比ボタンの表示項目に各レベ 
ルにチェックすることで前年比較ボタンを表示できます。 
             

前年スケジュールの勤務人数が雇用/
分類/職位別に表示できます。 
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雇用/分類/職位/任意設定を選択しているときのみ、前年/前月比較ボタンが表示されます。 
ボタンを押すと、画面下に前年/前月のスケジュールの勤務人数が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

比較表示を選択している場合、前年/前月との人数差を表示します。 
             
(例) 
            

 
例のデータの場合は、前年に比べて、正社員の勤務人数が４人増加しているこ 
とがわかります。 
 
※「合計表示」を選択している場合は、合計人数の表示に切り替わります。 
             

 (12)完了         表示されているスケジュールを登録して、アラームチェックを 
              行います。 

    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    

 
『各種機能の設定』-「勤務ｽｹｼﾞｭｰﾙ」にて、完了機能を利用するかを設定します。 

 

条件選択に設定した条件でアラームチェックを実行します。 
完了ボタンを押した後に、条件を設定してからアラームチェックを行いたい場合は、 
｢完了ボタンをクリック時にアラーム条件の選択画面を表示する」にチェックを入れます。 
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 (13)代休参照       代休参照画面を表示します。当月内での代休消化日と代休取得 
              可能な休日出勤日の一覧を表示します。 

《代休参照 画面イメージ》 

 (1) 社員名        スケジュールの修正（職場別）で選択した社員を表示します。 
 
 (2) 休日出勤日      締め期間内に代休振替対象の休日出勤をした日を表示します。 
              スケジュールや申請の状態で実績がないときは、カッコ付きで 
              表示されます。 
 
 (3) 代休取得日      締め期間内に代休を取得をした日を表示します。スケジュール 
              や申請の状態で実績がないときは、カッコ付きで表示されます。 
               
 (4) 代休繰越数      前月締め時点での代休繰越数を表示します。 
 
 (5) 代休発生数      締め期間内に代休振替対象の休日出勤した日数を表示します。 
              スケジュールや申請の状態で実績がないときは、右側カッコ付 
              きの日数に表示します。 
 
 (6) 代休使用数      締め期間内に代休を取得した日数を表示します。スケジュール 
              や申請の状態で実績がないときは、右側カッコ付きの日数に表 
              示します。 
 
 (7) 代休残数       代休繰越数、発生数から代休使用数を引いた値を表示します。 
 
 (8) 閉じる        代休参照画面を閉じます。 

4 
5 
6 

2 3 

8 
7 

1 

《代休参照 項目説明》 
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 (14)振休参照       振休参照画面を表示します。当月内での振替休日消化日と取得 
              可能な振替出勤日の一覧を表示します。 

 (1) 社員名        スケジュールの修正（職場別）で選択した社員を表示します。 
 
 (2) 振出日        締め期間内に振替出勤をした日を表示します。スケジュールや 
              申請の状態で実績がないときは、カッコ付きで表示されます。 
           
 (3) 振休取得日      締め期間内に振替休日を取得をした日を表示します。個人スケ 
              ジュールや申請の状態で実績がないときは、カッコ付きで表示 
              されます。 
 
 (4) 振休繰越数      前月締め時点での振休繰越数を表示します。 
 
 (5) 振出日数       締期間内に振替出勤した日数を表示します。個人スケジュール 
              や申請の状態で実績がないときは、右側カッコ付きの日数に表 
              示します。 
 
 (6) 振休使用数      締め期間内に振替休日を取得した日数を表示します。個人スケ 
              ジュールや申請の状態で実績がないときは、右側カッコ付きの 
              日数に表示します。 
 
 (7) 振休残数       振休繰越数、振替出勤日数から振休使用数を引いた値を表示し 
              ます。      
 
 (8) 閉じる        振休参照画面を閉じます。 

《振休参照 画面イメージ》 

2 3 

8 

4 
5 
6 
7 

1 

《振休参照 項目説明》 
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 (15)年休参照       年休参照画面を表示します。次回年休付与日の１年前から当 
              月＋３か月までの年休取得日の一覧を表示します。 

《年休参照 画面イメージ》 

 (1) 社員名        スケジュールの修正（職場別）で選択した社員を表示します。 
 
 (2) 年休付与       積立年休残数から積立年休使用数を引いた値を表示します。  
 
 (3) 次回年休付与     締め期間内に積立年休を取得をした日を表示します。個人スケ 
              ジュールや申請の状態で実績がないときは、カッコ付きで表示 
              されます。 
 
 (4) 年休取得日      次回年休付与日の１年前から当月＋３か月までの年休を取得し 
              た日を表示します。スケジュールや申請の状態で実績がないと 
              きは、カッコ付きで表示されます。 
 
 (5) 年休残数       次回年休付与日の１年前から当月＋３か月までの年休を取得し 
              た日を表示します。スケジュールや申請の状態で実績がないと 
              きは、カッコ付きで表示されます。 
 
 (6) 閉じる        年休参照画面を閉じます。

3 

4 

5 

1 

2 

6 

《年休参照 項目説明》 
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 (16)積立年休参照     積立年休参照画面を表示します。当月内での積立年休取得日の 
              一覧を表示します。

 (1) 社員名        スケジュールの修正（職場別）で選択した社員を表示します。 
 
 (2) 現在の残数      積立年休残数から積立年休使用数を引いた値を表示します。  
 
 (3) 積立年休取得日    締め期間内に積立年休を取得をした日を表示します。個人スケ 
              ジュールや申請の状態で実績がないときは、カッコ付きで表示 
              されます。 
 
 (4) 閉じる        積立年休参照画面を閉じます。 

《積立年休参照 画面イメージ》 

4 

3 

1 

2 

《積立年休参照 項目説明》 
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 (17) Excel出力       Excel出力のプレビュー画面を表示します。 

《Excel出力のプレビュー画面イメージ》 

1 

クリック 

2 3 

4 

6 5 

《項目説明》

 (1) 出力レイアウト  Excelファイルに出力する際のレイアウトを指定します。 
             
 (2) 設定       出力レイアウト設定画面を開きます。 
 
 (3) 抽出              選択された出力レイアウトを元に、出力内容を出力プレビューに表 
            示します。 
 
 (4) 出力プレビュー    Excelファイルに出力される内容を表示します。 
                         
 (5) Excelファイル    Excel出力を実行します。 
 
 (6) 閉じる        Excel出力のプレビュー画面を閉じます。
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1 

《出力レイアウト設定画面イメージ》

2 

3 

4 

6 

5 

8 

7 

《項目説明》

 (1) 設定情報一覧   設定した出力レイアウトの一覧を表示します。 
            選択した出力レイアウトに登録された内容が表示されます。 
 
 (2) コード      出力レイアウトのコードを入力します。（数字２桁） 
                        出力レイアウトは個人毎に管理されます。 
 
 (3) 名称              出力レイアウトの名称を入力します。（全角１０文字） 
 
 (4) 出力項目       出力する項目を選択します。 
                         
 (5) 勤務種類名称     出力項目にて「勤務種類」を選択した場合、勤務種類名称を略称で  
            表示するか、記号で表示するかを選択します。 
            ※「略称」・・・『勤務種類の登録』－「勤務種類略名」を表示し 
                     ます。 
            ※「記号」・・・『勤務種類の登録』－「勤務種類記号」を表示し 
                     ます。 
 
 (6) 就業時間帯名称   出力項目にて「就業時間帯」を選択した場合、就業時間帯名称を略 
            称で表示するか、ＣＤで表示するかを選択します。 
            ※「略称」・・・『就業時間帯の登録』－「略名」を表示します。 
            ※「ＣＤ」・・・『就業時間帯の登録』－「就業時間帯ｺｰﾄﾞ」を表 
                     示します。 
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 (7) 横計欄設定     チェックをつけた場合、個人スケジュールの修正(職場別)にて表示 
             されている「個人計欄」を出力します。 
 
 (8) 縦計欄設定     チェックをつけた場合、個人スケジュールの修正(職場別)にて表示 
             されている「合計欄」を出力します。

    
    
    

 
「00 取り込みレイアウト」を抽出すると、『個人スケジュールの取り込み』で利用する 
フォーマットで出力できます。 

《職場別 アラームチェック 画面イメージ》 

 (18)アラームチェック 表示されているスケジュールについてアラームチェックを行います。 

1 

2 3 
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《職場別 アラームチェック 項目説明》 

 (1) アラームチェック条件一覧 
           アラームチェックの条件を選択できます。 
 
 (2) 実行      選択されたアラームチェック条件に従い、アラームチェックを行います。 
            
 
 (3) キャンセル   アラームチェックを中断し、スケジュール修正(職場)の画面に戻りま 
           す。※アラームチェックを実行すると次のような画面が表示されます。 

《アラームチェック 項目説明》

 (1) 印刷        アラーム一覧を印刷します。 
 
 (2) 閉じる      画面を閉じます。

1 

《アラームチェック 画面イメージ》

2 

 ※アラームの各項目の詳細については「           」をご参照ください。 アラームチェック一覧 

./%E3%82%A2%E3%83%A9%E3%83%BC%E3%83%A0%E3%83%81%E3%82%A7%E3%83%83%E3%82%AF%E4%B8%80%E8%A6%A7.pdf
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 (1) 出勤表示     勤務種類が出勤の場合の表示方法を選択します。 
            (勤務記号、就時記号、就時ｺｰﾄﾞ、しない） 
 
 (2) 勤務記号ボタン  よく利用する勤務種類と就業時間帯をボタンとして表示できます。 
                        大きいボタン10個と小さいボタン10個が表示されますので、よく利 
            用する勤務と利用頻度の少ない勤務の配置を使い分けてください。 
            (5)管理者によって事前設定するリンク５つ、(6)利用者が自由に設 
            定できるリンク５つを役割に応じて準備してください。 
             
             

《表示形式-１行表示(タイプA) 画面イメージ》

《表示形式-１行表示(タイプA) 項目説明》

変更 

  表示形式を１行表示(タイプA)、１行表示(タイプB)、２行表示に切り替える 
 ことができます。

3 
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2 
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 (19)表示形式      表示形式を１行表示(タイプA)、１行表示(タイプB)、２行表示から 
            選択します。１行表示を選択すると時刻修正モードは利用できません。
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 (3) 勤務記号ボタンの設定(定型) 
            管理者が運用開始前に設定する必要があります。パスワードレベル 
            ０のユーザのみ利用できます。 
             
 (4) 勤務記号ボタンの設定(自由) 
            利用者が自由に設定することができます。 
 
 (5) ボタン切替(定型) 勤種/就時設定(定型)で登録したボタンを切り替えます。 
 
 (6) ボタン切替(自由) 勤種/就時設定(自由)で登録したボタンを切り替えます。 
 
 (7) 高さ設定      ディスプレイの大きさに応じて明細欄の高さを設定できます。最適 
            な高さを設定してください。

《勤務記号ボタンの設定 項目説明》 

《勤務記号ボタンの設定 画面イメージ》

 (1) 設定一覧     登録されている内容を一覧表示します。 
 
 (2) コード      １～５を指定します。 
 
 (3) 名称              記号選択の名称を入力します。（全角５文字） 
 
 (4) 備考        利用目的などをメモとして利用してください。（全角２０文字） 
 
 (5) 勤務記号ボタン  スケジュール作成時に利用する勤務種類、就業時間帯を設定します。 

4 

5 

3 

2 1 
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《高さ設定 画面イメージ》 

《高さ設定 項目説明》 

 (1) 画面サイズに合わせる 
          明細の高さを画面サイズに合わせます。 
 
 (2) 高さ     明細の高さを指定します。所属する従業員の人数が１画面に 
          収まらない場合に調整してご利用ください。 
 
 (3) 決定     高さの設定を登録します。 
 
 (4) 取消     画面を閉じます。 

4 3 

2 

1 

《表示形式-１行表示(タイプB) 画面イメージ》

変更 

3 

4 2 
5 1 
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 (1) 定型/自由     定型設定は会社ごと、自由設定は職場ごとに設定します。各種機能 
            の設定にて定型設定、自由設定を利用するかを設定します。 
 
 (2) グループ     よく利用する勤務種類と就業時間帯を一覧として表示します。組み 
                        合わせ設定画面で設定した名称をリンクで表示します。 
            「←」「→」をクリックすると、ページ切替が可能です。 
 
 (3) 明細       よく利用する勤務種類と就業時間帯の組合せ、またはパターンを表 
            示します。１ページに30個表示します。 
 
 (4) 上書き      チェックをつけた場合、すでにあるスケジュールを上書きします。 
 
 (5) 勤務種類・就業時間帯設定 
            会社または職場毎に勤務種類と就業時間帯の組合せ設定ができます。 
            定型の場合はパスワードレベル０のユーザのみ利用できます。 

《表示形式-１行表示(タイプB) 項目説明》

《組み合わせ設定 画面イメージ》 

《組み合わせ設定 項目説明》 

 (1) ページ切替タブ  ページ①～⑩を切替表示します。1ページ10グループ設定できます。 
 
 (2) グループリンク  グループごとに組み合わせのパターンを設定できます。 
 
 (3) 名称       グループの名称を入力します。（全角６文字） 
            設定した名称はスケジュールの修正(職場別)の１行表示(タイプB) 
            にて、グループリンクとして利用されます。 
 
 (4) 利用区分          ｢利用する」を選択した場合、１行表示(タイプB)画面に表示します。 
 
 (5) 備考        利用目的などをメモとして利用してください。（全角１００文字） 
 
 (6) クリア       表示されている内容をクリアします。 
 
 (7) 組合せパターン  グループに設定されている組合せを一覧表示します。 
            グループ単位で30個の勤務ペア、もしくは複数日のパターンを表示 
            します。 

5 
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《パターン設定 画面イメージ》 

《パターン設定 項目説明》 

 (1) 単一日設定/パターン設定 
            勤務種類と就業時間帯の勤務ペアで設定する場合は「単一日設定」 
            を選択してください。複数日で設定する場合は「パターン設定」を 
            選択してください。 
 
 (2) 名称       パターン名称を入力します。（全角６文字） 
            設定した名称は組み合わせ画面に表示されます。 
 
 (3) 勤務種類     勤務種類を選択します。   
 
 (4) 就業時間帯    就業時間帯を選択します。 
 
 (5) 検索       開始時刻・終了時刻に該当する就業時間帯を検索します。 
 
 (6) クリア       表示されている内容をクリアします。パターン設定の場合に利用で 
            きます。 
 
 (7) パターン明細   スケジュール作成時に利用する勤務種類、就業時間帯を設定します。 
            パターン設定の場合に、最大31個設定できます。 
 
 (8) 決定       パターン設定を登録します。 
 
 (9) 取消       画面を閉じます。 

4 
3 
2 

5 

1 

6 

7 

8 9 
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 【１行表示(タイプＢ)の操作方法】 

 ①表示形式を１行表示(タイプB)を選択します。設定ボタンをクリックします。 

クリック 

勤務種類、就業時間帯を 
選択します。 

＜単一日設定の場合＞ 
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＜パターン設定の場合＞ 

①勤務種類、就業時間帯を 
選択します。 

②クリック 
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 ②１行表示(タイプＢ)を利用する 

 ②-1. 単一日設定「日勤」をスケジュールに貼り付けます。 

 ②-2. パターン設定「夜勤パターン」をすでにスケジュールが入っている日に貼り 
    付けます。 

クリック 

   「上書き」チェックなしの場合 
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クリック 

クリック 

   「上書き」チェックありの場合 
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《前月週表示の設定》 

抽出期間の開始日から１週間前のスケジュールを表示します。 
１行表示(タイプA)、１行表示(タイプB)の場合に利用できます。２行表示の場合、 
前週表示は利用できません。 

抽出期間の開始日から１週間前のスケジュールを表示します。 
前週表示で表示したスケジュールの修正はできません。 
スケジュールを作成する際に、前の週のスケジュールを確認したい場合などにご利用 
ください。 

『各種機能の設定』の「勤務ｽｹｼﾞｭｰﾙ」にて、前月週を表示するかをレベル毎に設定 
します。 
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《資格取得者と人数表示の設定》 

 ①.資格取得者を表示する 
  ※レイバーオプション購入時に表示されます。 

特定の資格を取得している場合に記号が表示されます。 
複数の資格を設定している場合は、いずれか１つでも取得していれば記号が表示さ 
れます。 

個人ｽｹｼﾞｭｰﾙの修正(職場別)に表示する項目名、資格記号、対象資格を『各種機能 
の設定』の「勤務ｽｹｼﾞｭｰﾙ」で選択します。 

「利用する」を選択します。 
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 ②.役割とシフトの人数を表示する 
  ※レイバーオプション購入時に表示されます。

②‐1.シフト利用人数表示 
  シフトの日毎の人数を表示します。

②‐2.役割人数表示 
  必要な役割の社員がスケジューリングされているかを確認することができます。 
  ｢予定(実績)/計画値」の形式で表示されます。 
  個人情報に役割が複数登録されている場合は、優先順位が高い役割を集計しま 
  す。『個人情報の登録』の「勤務役割履歴」で優先順位を確認してください。

シフト、役割毎の人数を集計します。 
『各種機能の設定』の「勤務ｽｹｼﾞｭｰﾙ」で設定します。 

「利用する」を選択します。 

  予定(実績) ・・・ 勤務種類が出勤の場合に人数を集計します。 
           実績切替時は、日別実績より表示します。 
  計画値   ・・・ 『シフトパターンの登録』にて設定されている役割を集計 
           します。 

  計画 ・・・ その日に設定されたシフトパターンより集計します。 
  予定 ・・・ スケジュールより集計します。 
  実績 ・・・ 日別実績データより集計します。

※※※※『『『『シフトパターンシフトパターンシフトパターンシフトパターンのののの登登登登録録録録』』』』をををを変変変変更更更更したしたしたした場合場合場合場合はははは、「、「、「、「シシシシ    
    フトパターンフトパターンフトパターンフトパターンのののの割割割割りりりり付付付付けけけけ」」」」でででで登登登登録処録処録処録処理理理理をするをするをするをする必要必要必要必要がががが    
    ありますありますありますあります。。。。 
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《項目説明》

《日付別の画面イメージ》

 (1) ガントチャートの操作単位    
            ガントチャートを操作する際の単位を指定します。 
            (5分、10分、15分、20分、30分、60分) 
 
 (2) 金額       選択された社員の予定金額を表示します。 
            『各種機能の設定』の勤務ｽｹｼﾞｭｰﾙにて「職場 計 金額項目の表示」 
            にチェックをつけた場合に表示されます。 
 
 (3) 行事              『基本スケジュールの登録』または『個人スケジュールの修正（職 
            場別）』より登録した会社及び職場宛ての「行事/備考」を表示し 
            ます。  
 
 (4) 休憩              休憩セルをクリックすると、休憩ダイアログを表示します。 
                        休憩時間を追加したい場合にご利用ください。

右クリック 

  日付欄で右クリックすると、該当日だけの表示に切り換わります。 
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 (11)ガントチャートの操作    
                        マウス操作より終了時刻を変更したり、勤務自体をスライドさせる事が 
                        できます。 
            ※詳細はPOINT11をご確認ください。

例)10時オープンの店舗であれ
ば表示範囲を8時にして初期表
示を10時にしてください。 

 (5) 勤務表示           『各種機能の設定』の「勤務ｽｹｼﾞｭｰﾙ（職場毎）」にて"表示範囲"、 
                        "初期表示"の設定からグラフの時刻が表示されます。 
 
 (6) 職場表示     ガントチャートに応援先職場名を表示します。 
 
 (7) 作業表示     ガントチャートに作業を表示します。お気に入り設定から作業を設 
            定します。 
 
 (8) 作業の設定        作業を一括で入力します。  
 
 (9) 並び順            職場順、または開始順で並び順を変更できます。開始順で表示した 
            場合、勤務開始時刻順で表示されます。 
 
 (10)時刻欄            『各種機能の設定』の「勤務ｽｹｼﾞｭｰﾙ（職場毎）」にて"表示範囲"、 
                        "初期表示"の設定からグラフの時刻が表示されます。 
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『勤次郎CS－機能の選択』－「設定5」にてスケジュールの予定開始・終了時刻を変更可能と
設定します。 
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■流動勤務の場合 
   ガントチャートの開始・終了時刻の変更及び全体的にスライドすることが可能です。 

   終了時刻を 
   変更 

   全体的に 
   右にスライド 

   休憩時間帯 
   をスライド 

  ■休憩について 
   1. 流動勤務の休憩時間を固定にする設定の場合 
    休憩時間帯をスライドさせることができます。 
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『勤次郎CS－就業時間帯の登録』の「休憩時間2」より"予定休憩に基づいて計算する"を指定
しておく必要があります。 
 
 
 
 
 
 
 
休憩時間帯を追加したい場合は休憩設定画面から追加してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    
    
    
    
    
    
    
    
    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

クリック 

   開始/終了時刻をスライドさせると 
休憩の時間帯が自動で変わります。 

   2. 流動勤務の休憩時間を固定にしない設定の場合 
    休憩時間帯は開始時刻からの経過時間にて自動的に表示されます。 
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『各種機能の設定』の「勤務ｽｹｼﾞｭｰﾙ」にて表示/非表示の設定をします。    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 (12) 前年/前月比較  前年/前月のスケジュールを表示し、差異を自動計算します。 
 
 (13)人数合計       各時間帯の予定人数を表示します。表示の設定は次のPOINT12をご 
            確認ください。 
            ・人数   時間帯毎の勤務人数を表示します。 
            ・雇用   画面に表示している社員の雇用別人数を表示します。 
            ・分類   画面に表示している社員の分類別人数を表示します。 
            ・職位   画面に表示している社員の職位別人数を表示します。 
            ・作業①～⑤ 
                  画面に表示している社員の作業別人数を表示します。

■雇用人数表示を利用する場合 

■分類人数表示を利用する場合 

■分類人数表示を利用する場合 


